
 

計 １３７団体 １０,６８５会員 

互助会のしくみ 

１ 設立の趣旨 

・地方公務員法第 42 条に規定する「その他の厚生制度」を実施する県的連合団体とし
て設立しました。 

設   立 … 昭和 61 年 4 月 1 日「長野県町村職員互助会」 

名称変更 … 平成 15 年 3 月 4 日「長野県市町村職員互助会」（市町村合併に対応） 

・厳しい市町村財政の中で、市町村職員のスケールメリットを生かし、職員の相互共済
及び福祉増進のための福利厚生施策を充実し、より効率的に推進するための団体です。 

・市町村から委託を受けた事業の効率的な運営管理と、職員の厚生制度の充実を図るこ
とで、公務能率の一層の向上と住民に対する行政サービスの維持・向上に資すること
を目的としています。 

 

２ 組織の現状 

長野県内の市町村、一部事務組合、広域連合及び市町村の関係団体（以下「市町村等」
という。）並びに当該市町村等に勤務する職員で組織しています。 

【平成３１年４月１日現在】 

市町村…５６団体 ６,６２３会員  

一部事務組合･広域連合･関係団体…８１団体 ４,０６２会員  

 

３ 組 織 図  

長野県市町村職員互助会 

├───── 理事長 ─ 副理事長 ─ 専務理事 ─ 事務局 
│ 
├───── 理事会 
│       └─ 評議員会 
└───── 監事 

会  員 

１ 資格の取得 

・市町村等の職員となった日から会員の資格を取得します。 

２ 資格の喪失 

・死亡したとき及び、市町村等の職員の身分を失ったときに会員の資格を喪失します。 

３ 負担と給付 

・毎月給料月額の２.８／１,０００の額を掛金として負担していただきます。 
（ほかに市町村等から、給料総額の２.３／１,０００の負担金を負担していただいております。） 
・第３章に記載する支援事業（給付）が受けられます。 
・「会員証」が交付されますので、氏名を記入のうえ責任をもって保管し、福利厚生施設
の利用の際に活用してください。 


